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1主要 目1貨 客船、日本郵船所属、3′40総

トン、|′99重 量 トン、主機レンツ汽機 1基、

最大出力3′072馬力、最高速力 58ノ ッ ト、

旅客定員364名、 942年 三菱横浜船渠建造
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新造客船

カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ン
船
の
思
い
出

カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ン
の
船
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら

久
し
い
。
日
本
式
に
は
惰
円
犯
船
尾
と
呼
ば
れ
る
こ

の
形
態
は
、
帆
船
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
古
風
な
形
だ
が
、
視
党
的
に
は
環
快
で
あ
り
、

水
上
に
浮
い
て
い
る
と
い
う
印
象
を
見
る
人
に
強
く

与
え
る
。
今
で
は
、
練
習
帆
船
や
横
浜
の
「氷
川
丸
」

で
往
時
を
し
の
ぶ
し
か
な
い
。

筆
者
は
こ
の
タ
イ
プ
の
船
が
好
き
で
、　
一
九
二
〇

年
代
に
横
浜
や
東
京
で
写
真
を
ず
い
ぶ
ん
撮

っ
た
。

と
く
に
、
斜
め
後
方
か
ら
見
る
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
ー

ン
船
の
ス
マ
ー
ト
さ
に
は
、
感
比
神
経
が
し
び
れ
る

ほ
ど
の
美
的
刺
激
を
受
け
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
現

代
客
い
の
う
し
ろ
蛮
の
、
な
ん
と
ま
あ
不
格
好
な
こ

と
。
好
み
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
が
。

戦
後
の
新
造
客
船
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ク
ス

ポ
ー
ト
・ラ
イ
ン
ズ
の
米
国
～
地
中
海
航
路
客
船
一
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
・
級
と

「
エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー
」

級
が
美
し
い
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ン
を
持

っ
て
い

た
。
年
者
は
以
前
、
「
エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー
」
級
の
後

身
で
あ
る
呑
港
客
船

「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
パ
ー
ル
」

で
旅
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
な
小気
タ
ー

ビ
ン
崎
な
の
で
、
振
動
が
少
な
く
、
乗
り
心
地
は
満

点
。海
■
を
滑
る
よ
う
に
進
む
そ
の
走
り
っ
ぷ
り
に
、

大
い
に
感
動
し
た
も
の
だ
。

「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
」
は
、
今
も
ハ
ワ
イ
海
域

東京港の 「雲仙丸J(筆 者撮影)



で
健
在
で
あ
る
。
帆
走
ク
ル
ー
ズ
客
い
を
別
に
す
れ

ば
、
同
船
が
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ン
を
持
つ
最
後
の

大
型
客
船
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ス
マ
ー
ト
な
戦
中
派
客
船

日
本
の
新
造
客
船
で
は
、
戦
時
中
に
建
造
さ
れ
た

日
本
郵
船
の

「雲
仙
丸
」
が
、
こ
の
タ
イ
プ
の
最
後

に
属
す
る
。
こ
の
時
期
に
し
て
は
珍
し
い
形
態
で
あ

る
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ン
を
採
用
し
た
理
由
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
船
尾
の
普
通
船
員
居
住
区
を
広

く
と
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

発
注
し
た
の
は
近
海
郵
船
。
日
本
郵
船
の
七
十
年

史
に
、
鹿
児
島
～
長
崎
～
大
連
線
に
配
船
す
る
目
的

で
、
近
海
郵
船
が
三
菱
横
浜
に
二
百
二
十
五
万
円
で

注
文
し
た
と
あ
る
。
ど
本仙
丸
」
の
名
は
、
予
定
航

路
に
由
来
し
て
い
る
わ
け
だ
。

こ
の
航
路
に
は
、
カ
ラ
フ
ト
航
路
か
ら
転
じ
た
砕

水
型
貨
客
船

「千
歳
丸
」
が
就
航
し
て
お
り
、
ど
本

仙
丸
」
は
そ
の
代
替
船
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
近
海
亜
晴
が
日
本
郵
船
に
吸
収
さ
れ
た

た
め
、
ど
〓仙
丸
」
は
郵
船
の
船
と
し
て
、
発
注
後

か
な
り
経

っ
て
か
ら
完
成
し
た
。

「雲
仙
丸
」
の
姿
は
、
戦
時
下
に
し
て
は
実
に
ス
マ

ー
ト
だ
。
そ
の
点
は
、
前
号
の

「白
山
丸
」
同
じ
で

あ
る
。
外
形
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
二
本
の
マ
ス
ト
と

大
く
て
高
い
煙
突
。
こ
れ
ら
を
少
し
後
方
に
傾
斜
さ

せ
て
い
る
の
で
、
軽
快
な
感
じ
を
受
け
る
。

建
造
所
は
三
菱
重
工
横
浜
船
渠
。　
一
九
四
二

（昭

和
十
七
）
年
十
月
に
政
工
し
た
が
、
予
定
航
路
に
は

入
ら
ず
、
戦
局
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
円
司
～
上
海

門
の
貨
客
輸
送
に
従
事
。
次
い
で
翌
年
二
月
か
ら
、

新
潟
～
羅
津

（北
朝
鮮
）
航
路
に
就
航
し
た
。
こ
の

間
、
米
済
水
脈
の
言
撃
と
触
言
を
受
け
た
が
、
沈
没

に
は
三
ら
ず
、
終
戦
を
迎
え
た
。

舞
鶴

へ
の
引
き
揚
げ
第

一
船

「害
仙
丸
」
の
戦
後
は
、
引
揚
船
と
し
て
の
航
海
か

ら
始
ま
っ
た
。

ま
ず
終
戦
ニ
カ
月
後
の
一
九
四
五

（昭
和
二
十
）

年
十
月
七
日
、
喜
宗
仙
丸
」
は
釜
山
か
ら
陸
軍
の
軍

人
二
千
百
人
を
乗
せ
て
舞
偽
に
人
港
し
た
が
、
こ
れ

は
、
そ
の
後
、
引
揚
船
の
母
港
と
し
て
有
名
に
な
っ

た
舞
鵠

へ
の
引
き
揚
げ
第

一
船
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
翌
年
の
十
二
月
五
日
に
は
、
ホ
ル
ム
ス
ク

（真
岡
）
か
ら

一
般
邦
人
九
百
二
十
八
人
を
乗
せ
て

函
館

へ
入
港
し
た
。
こ
れ
は
カ
ラ
フ
ト
か
ら
の
引
き

揚
げ
第

一
船
で
あ
っ
た
。
こ
の
航
海
は
超
満
員
で
、

船
合
は
引
揚
者
で

一
杯
。
病
人
や
子
供
も
多
か
っ
た

た
め
、
乗
組
員
の
航
海
中
の
気
の
つ
か
い
よ
う
は

一

通
り
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
引
揚
者
の
航
海
中
の

食
事
は
、　
コ
ウ
リ
ャ
ン
に
小
麦
粉
を
混
ぜ
た
パ
ン
、

そ
れ
に
サ
ツ
マ
芋
の
茎
を
入
れ
た
味
昭
汁
だ
け
。
悪

化
し
そ
う
な
病
人
が
あ
る
と
、
乗
組
員
た
ち
は
自
分

に
配
給
さ
れ
た
食
事
を
持

っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

東
京
～
釧
路
航
路

に
就
航

一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）
年
の
民
常
還
元
後
、

「雲
仙
丸
」
は
郵
船
の
新
航
路
に
就
航
し
た
。
東
京

と
釧
路
を
結
ぶ
定
期
貨
客
航
路
で
、
運
輸
大
臣
の
免

許
を
受
け
た
の
は
同
年
七
月
で
あ
る
。

出
帆
は
東
京
発
が
毎
月

一
の
日
、
釧
路
発
が
六
の

日
。
夕
方
四
時
に
出
港
し
、
船
内
に
三
泊
。
四
日
目

の
朝
七
時
に
到
着
し
た
。
釧
路
港
で
は
北
岸
壁
に
接

岸
し
た
が
、
東
京
港
は
岸
壁
が
連
合
軍
に
接
収
さ
れ

て
い
た
た
め
、
沖
が
か
り
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
チ
の
乗

り
場
は
田
町
駅
の
近
く
に
あ
っ
た
。

こ
の
航
路
は

一
九
五
四

（昭
和
二
十
九
）
年
八
月

ま
で
続
け
ら
れ
、
そ
の
後
三
井
船
加
が
こ
れ
を
継
承

し
た
。
束
束
～
釧
路
間
に
は
現
在
、
日
本
郵
船
系
の

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
定

っ
て
い
る
が
、
今
か
ら
四
十
年

以
上
も
前
に
、
郵
晴
の
貨
客
船
が
こ
の
ル
ー
ト
を
結

ん
で
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。

撤
退
後
ま
も
な
く

「雲
仙
丸
」
は
運
輸
省
に
売
却

さ
れ
、
「銀
河
丸
」
と
改
名
。
翌
年
五
月
、
日
本
鋼

管
浅
野
船
渠
で
航
海
練
習
船
に
改
装
さ
れ
た
。
こ
の

改
装
で
、
主
機
が
レ
ン
ツ

（二
連
成
汽
機
の
変
型
）

か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
換
装
さ
れ
た
。
煙
突
も
マ
ス
ト

も
短
く
な
り
、
同
船
の
特
長
で
あ
っ
た
外
形
上
の
軽

快
さ
は
失
わ
れ
た
。

（
山
田
　
砲
生
）

断
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本号の名船発掘 く帆船〉rよ休載いたします。


